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(57)【要約】
【課題】小型・薄型化を維持した上で、移動筒の被写体
側前面が強い衝撃を受けてもカムピンがカム溝から抜け
落ちることが防止されたレンズ鏡胴、およびこのような
レンズ鏡胴を備えた撮影装置を提供することを目的とす
る。
【解決手段】第２回転筒１６０が、係止突起１４２３お
よび係止爪１６１２により移動筒１５０よりも結像側に
おいて第１回転筒１４０に相対移動不能に嵌合し、第１
回転筒１４０に対する第２回転筒１６０の位置が規制さ
れている。また、移動筒１５０の内面１５１に内向きに
突出して設けられた第１カムピン１５１２が、第１回転
筒１４０の外面１４２に設けられた第１カム溝１４２１
に嵌入しており、移動筒１５０の外面１５２に外向きに
突出して設けられた第２カムピン１５２１が、第２回転
筒１６０の内面１６１に設けられた第２カム溝１６１１
に嵌入している。
【選択図】　　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外面に第１カム溝が設けられた、光軸を回転軸として回転する第１回転筒と、
　内面に前記第１カム溝に嵌入する第１カムピンを有するとともに外面に第２カムピンを
有し、前記第１回転筒外面を取り巻くとともに被写体側前面が該第１回転筒よりも突出し
て、結像レンズを構成する少なくとも一部のレンズを保持し、該第１回転筒の回転に応じ
て光軸方向に移動する移動筒と、
　内面に前記第２カムピンの嵌入を受ける第２カム溝が設けられ、前記移動筒外面を取り
巻くとともに該移動筒よりも結像側において前記第１回転筒に相対移動不能に嵌合した第
２回転筒とを備えたことを特徴とするレンズ鏡胴。
【請求項２】
　前記第１カム溝および前記第２カム溝双方が、カム溝の深部から浅部に向かって開いた
テーパ形状を有し、
　前記第１カムピンおよび前記第２カムピン双方が、先端側ほど径が細まったテーパ形状
を有することを特徴とする請求項１記載のレンズ鏡胴。
【請求項３】
　前記第１カムピンが金属製であり、前記第２カムピンの少なくとも外周面が樹脂製であ
ることを特徴とする請求項１または２記載のレンズ鏡胴。
【請求項４】
　前記移動筒が、内面に第１直進キー溝が設けられたものであって、
　内面に第３カム溝と第２直進キー溝とが設けられた固定筒と、
　内面に第３直進キー溝が設けられるとともに外面に前記第３カム溝に嵌入する第３カム
ピンを有し、前記固定筒内面に取り巻かれて、駆動力を受けた該第３カムピンの該第３カ
ム溝に沿う移動に伴って、前記固定筒に対し光軸を回転軸として回転を伴いながら光軸方
向に移動する第３回転筒と、
　内面から外面に貫通した第４カム溝が設けられ内面に第４直進キー溝が設けられるとと
もに、外面に前記第２直進キー溝に嵌入する第１突起部を有し、前記第３回転筒内面に取
り巻かれて、前記結像レンズを構成する少なくとも一部のレンズを保持し、前記第３回転
筒の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向に該第３回転筒と一体的かつ直進的に移動す
る第１案内筒と、
　外面に前記第４直進キー溝に嵌入する第２突起部と前記第１直進キー溝に嵌入する第３
突起部とを有し、前記第１回転筒内面に取り巻かれて、前記結像レンズを構成する少なく
とも一部のレンズを保持し、前記第１回転筒の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向に
該第１回転筒と一体的かつ直進的に移動する第２案内筒とを備え、
　前記第１回転筒が、前記第４カム溝に嵌入して該第４カム溝から外向きに突出し、該外
向きに突出した先端部分が前記第３直進キー溝に嵌入する、外面に外向きに突出した第４
カムピンを更に有し、前記第３回転筒の回転に伴って該第３回転筒と一体に回転しながら
、前記第４カム溝に沿って、光軸方向に移動するものであり、
　前記第２回転筒が、前記第１案内筒内面に取り巻かれたものであることを特徴とする請
求項１から３のうちのいずれか１項記載のレンズ鏡胴。
【請求項５】
　請求項１記載のレンズ鏡胴と、
　撮像素子を備えたカメラボディと、
　前記移動筒に保持されたレンズ、およびフォーカスレンズを有する、前記撮像素子に被
写体を結像する結像レンズとを備えたことを特徴とする撮影装置。
【請求項６】
　前記第１カム溝および前記第２カム溝双方が、カム溝の深部から浅部に向かって開いた
テーパ形状を有し、
　前記第１カムピンおよび前記第２カムピン双方が、先端側ほど径が細まったテーパ形状
を有することを特徴とする請求項５記載の撮影装置。
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【請求項７】
　前記第１カムピンが金属製であり、前記第２カムピンの少なくとも外周面が樹脂製であ
ることを特徴とする請求項５または６記載の撮影装置。
【請求項８】
　前記カメラボディが、前記固定筒が固定されたものであり、
　前記結像レンズが、前記第１案内筒に保持されたレンズおよび前記第２案内筒に保持さ
れたレンズを更に有するものであって、
　前記請求項１記載のレンズ鏡胴に換えて、請求項４記載のレンズ鏡胴を備えたことを特
徴とする請求項５から７のうちのいずれか１項記載の撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズを保持した、繰出し、沈胴自在なレンズ鏡胴、およびこのようなレン
ズ鏡胴を備えた撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、撮影装置においては、ズームレンズを構成するための複数のレンズを備えた
結像レンズが多用されており、この点は従前の銀塩フィルム上に写真撮影を行なう銀塩カ
メラでも、近年の、撮影素子上に結像させて画像データを生成するタイプのデジタルカメ
ラでも同様である。このような撮影装置の中には、携帯時の便宜のためにレンズ鏡胴がカ
メラボディ内に完全にあるいはある程度収容された沈胴状態と、カメラ本体から突出した
繰出状態との間で筒長を変える、沈胴、繰出し自在なレンズ鏡胴を備えたものがある。こ
のレンズ鏡胴の沈胴、繰出しは、例えば、レンズ鏡胴が、カム溝が設けられた、光軸を回
転軸として回転する回転筒と、回転筒のカム溝に嵌入するカムピンを有し、被写体側前面
が回転筒よりも突出して、回転筒の回転に応じて光軸方向に移動する移動筒とを備えるこ
とによって実現される。
【０００３】
　このようなレンズ鏡胴では、移動筒の被写体側前面が衝撃を受けると、移動筒が変形し
たりずれたりして、カム溝に嵌入するカムピンがカム溝から抜け落ちてしまうおそれがあ
る。
【０００４】
　移動筒の被写体側前面が衝撃を受けてもカムピンがカム溝から抜け落ちることを防止す
る技術として、移動筒や移動筒周辺の部品についてリブによる補強を施したり部品厚を厚
くする技術が知られている。
【０００５】
　また、このような抜け落ち防止技術として、例えば、内周面にカム溝を有する回転筒と
、回転筒の内側に配置されカム溝に挿入されるフォロワピン（カムピン）を有するレンズ
筒（移動筒）を備え、回転筒の回転によりカム溝がフォロワピン（カムピン）にカム作用
を及ぼしレンズ筒（移動筒）を光軸方向に移動させるレンズ鏡筒において、レンズ筒（移
動筒）は、その内周面から径方向の内側に突出する凸部を有し、レンズ筒（移動筒）の内
側には、レンズ筒（移動筒）の光軸方向Ｌへの移動を許容しつつ凸部を受け入れるガイド
溝を設けてレンズ筒（移動筒）のずれ又は変形を規制する規制筒が配置されたレンズ鏡筒
が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。また、このレンズ鏡筒は、光軸回りに
おいて規制筒を回転筒と連動して回転させるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２４９９８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　移動筒や移動筒周辺の部品についてリブによる補強を施したり部品厚を厚くすることに
より、移動筒の被写体側前面が衝撃を受けてもカムピンがカム溝から抜け落ちることを防
止する技術では、レンズ鏡胴が大径化・肉厚化してしまうという欠点を有する。
【０００８】
　また、上記特許文献１に提案されたレンズ鏡胴によれば、外部から衝撃力等を受けてレ
ンズ筒（移動筒）が変形してフォロワピン（カムピン）がカム溝から抜け落ちようとして
も、規制筒が凸部を介してレンズ筒（移動筒）のずれ又は変形を規制し、フォロワピン（
カムピン）の抜け落ちが防止される。
【０００９】
　ここで、上記特許文献１に提案されたレンズ鏡胴において、回転筒の内面と規制筒の外
面との間に入り込んだレンズ筒（移動筒）が光軸方向にスムーズに移動するには、レンズ
筒（移動筒）の凸部と規制筒のガイド溝が遊びを有した状態である。そして、このレンズ
鏡胴では、光軸回りにおいて規制筒を回転筒と連動して一体的に回転させるようになって
いるものの、規制筒は回転筒に対して光軸方向には相対的に移動するため、遊びを大きく
とらないと、レンズ筒（移動筒）がスムーズに動かなくなるおそれがある。
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑み、小型・薄型化を維持した上で、移動筒の被写体側前面が強
い衝撃を受けてもカムピンがカム溝から抜け落ちることが防止されたレンズ鏡胴、および
このようなレンズ鏡胴を備えた撮影装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成する本発明のレンズ鏡胴は、
　外面に第１カム溝が設けられた、光軸を回転軸として回転する第１回転筒と、
　内面に上記第１カム溝に嵌入する第１カムピンを有するとともに外面に第２カムピンを
有し、上記第１回転筒外面を取り巻くとともに被写体側前面がその第１回転筒よりも突出
して、結像レンズを構成する少なくとも一部のレンズを保持し、その第１回転筒の回転に
応じて光軸方向に移動する移動筒と、
　内面に上記第２カムピンの嵌入を受ける第２カム溝が設けられ、上記移動筒外面を取り
巻くとともにその移動筒よりも結像側において上記第１回転筒に相対移動不能に嵌合した
第２回転筒とを備えたことを特徴とする。
【００１２】
　ここで、本発明にいう「相対移動不能」とは、一体的に回転、一体的に光軸方向に移動
することを意味する。
【００１３】
　本発明のレンズ鏡胴は、第２回転筒が、移動筒よりも結像側において第１回転筒に相対
移動不能に嵌合し、第１回転筒に対する第２回転筒の位置が規制されている。また、本発
明のレンズ鏡胴は、第１カムピンが第１カム溝に嵌入しており、第２カムピンが第２カム
溝に嵌入している。従って、本発明のレンズ鏡胴によれば、移動筒の被写体側前面が衝撃
を受けて移動筒が変形したりずれたりし、第１カムピンが第１カム溝から抜け落ちようと
しても、第１回転筒に相対移動不能に嵌合して第１回転筒に対する位置が規制された第２
回転筒が、第２カムピンを介して移動筒のずれ又は変形を規制しているため、小型・薄型
化を維持した上で、第１カムピンの抜け落ちが確実に防止される。
【００１４】
　ここで、本発明のレンズ鏡胴は、
　「上記第１カム溝および上記第２カム溝双方が、カム溝の深部から浅部に向かって開い
たテーパ形状を有し、
　上記第１カムピンおよび上記第２カムピン双方が、先端側ほど径が細まったテーパ形状
を有する」
ことが好ましい。
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【００１５】
　このような好ましい形態によれば、第１カム溝が、カム溝の深部から浅部に向かって開
いたテーパ形状を有し、この第１カム溝に嵌入する第１カムピンが、先端側ほど径が細ま
ったテーパ形状を有するため、移動筒の被写体側前面が衝撃を受けると、第１カムピンの
テーパ面が第１カム溝のテーパ面に押し付けられ、移動筒の第１カムピンが設けられた部
分には、移動筒が外側に変形する力が作用する。一方、第２カム溝が、カム溝の深部から
浅部に向かって開いたテーパ形状を有し、この第２カム溝に嵌入する第２カムピンが、先
端側ほど径が細まったテーパ形状を有するため、移動筒の被写体側前面が衝撃を受けると
、第２カムピンのテーパ面が第２カム溝のテーパ面に押し付けられ、移動筒の第２カムピ
ンが設けられた部分には、移動筒が内側に変形する力が作用する。この結果、移動筒が外
側に変形する力と移動筒が内側に変形する力とは、互いに打ち消されることとなり、この
ような力の打ち消し合いによっても、第１カムピンの抜け落ち防止が実現される。また、
移動筒の被写体側前面が衝撃を受けることによる移動筒を変形させる力が打ち消されるた
め、移動筒を薄肉化することができる。
【００１６】
　また、本発明のレンズ鏡胴は、上記第１カムピンが金属製であり、上記第２カムピンの
少なくとも外周面が樹脂製であることがさらに好ましい。
【００１７】
　ここで、筒内面に設けられたカムピンは、型枠による成型が困難である。このような好
ましい形態によれば、移動筒の内面に設けられた第１カムピンが金属製であり、移動筒の
外面に設けられた第２カムピンの少なくとも外周面が樹脂製であるため、移動筒の製作が
容易である。
【００１８】
　さらに、本発明のレンズ鏡胴は、
　「上記移動筒が、内面に第１直進キー溝が設けられたものであって、
　内面に第３カム溝と第２直進キー溝とが設けられた固定筒と、
　内面に第３直進キー溝が設けられるとともに外面に上記第３カム溝に嵌入する第３カム
ピンを有し、上記固定筒内面に取り巻かれて、駆動力を受けたその第３カムピンのその第
３カム溝に沿う移動に伴って、上記固定筒に対し光軸を回転軸として回転を伴いながら光
軸方向に移動する第３回転筒と、
　内面から外面に貫通した第４カム溝が設けられ内面に第４直進キー溝が設けられるとと
もに、外面に上記第２直進キー溝に嵌入する第１突起部を有し、上記第３回転筒内面に取
り巻かれて、上記結像レンズを構成する少なくとも一部のレンズを保持し、上記第３回転
筒の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向にこの第３回転筒と一体的かつ直進的に移動
する第１案内筒と、
　外面に上記第４直進キー溝に嵌入する第２突起部と上記第１直進キー溝に嵌入する第３
突起部とを有し、上記第１回転筒内面に取り巻かれて、上記結像レンズを構成する少なく
とも一部のレンズを保持し、上記第１回転筒の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向に
この第１回転筒と一体的かつ直進的に移動する第２案内筒とを備え、
　上記第１回転筒が、上記第４カム溝に嵌入してこの第４カム溝から外向きに突出し、こ
の外向きに突出した先端部分が上記第３直進キー溝に嵌入する、外面に外向きに突出した
第４カムピンを更に有し、上記第３回転筒の回転に伴ってこの第３回転筒と一体に回転し
ながら、上記第４カム溝に沿って、光軸方向に移動するものであり、
　上記第２回転筒が、上記第１案内筒内面に取り巻かれたものである」
ことも好ましい形態である。
【００１９】
　また、上記目的を達成する本発明の撮影装置は、
　上記第１回転筒と上記移動筒と上記第２回転筒とを備えた本発明のレンズ鏡胴と、
　撮像素子を備えたカメラボディと、
　上記移動筒に保持されたレンズ、およびフォーカスレンズを有する、上記撮像素子に被
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写体を結像する結像レンズとを備えたことを特徴とする。
【００２０】
　ここで、本発明にいう「撮像素子」とは、例えばＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅ
ｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセンサやＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａ
ｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサなどのイメージセンサを
いう。
【００２１】
　本発明の撮影装置は、上記第１回転筒と上記移動筒と上記第２回転筒とを備えた本発明
のレンズ鏡胴が備えられたものである。従って、本発明の撮影装置によれば、小型・薄型
化を維持した上で、移動筒の被写体側前面が強い衝撃を受けてもカムピンがカム溝から抜
け落ちることが防止されたレンズ鏡胴を備えた撮影装置が得られる。
【００２２】
　ここで、本発明の撮影装置は、
　「上記第１カム溝および上記第２カム溝双方が、カム溝の深部から浅部に向かって開い
たテーパ形状を有し、
　上記第１カムピンおよび上記第２カムピン双方が、先端側ほど径が細まったテーパ形状
を有する」
ことが好ましい。
【００２３】
　また、本発明の撮影装置は、上記第１カムピンが金属製であり、上記第２カムピンの少
なくとも外周面が樹脂製であることがさらに好ましい。
【００２４】
　さらに、本発明の撮影装置は、
　「上記カメラボディが、上記固定筒が固定されたものであり、
　上記結像レンズが、上記第１案内筒に保持されたレンズおよび上記第２案内筒に保持さ
れたレンズを更に有するものであって、
　上記第１回転筒と上記移動筒と上記第２回転筒とを備えたレンズ鏡胴に換えて、上記第
１回転筒と上記移動筒と上記第２回転筒と上記固定筒と上記第３回転筒と上記第１案内筒
と上記第２案内筒とを備えたレンズ鏡胴を備えた」
ことも好ましい形態である。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、小型・薄型化を維持した上で、移動筒の被写体側前面が強い衝撃を受
けてもカムピンがカム溝から抜け落ちることが防止されたレンズ鏡胴、およびこのような
レンズ鏡胴を備えた撮影装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の撮影装置の一実施形態であるデジタルカメラの前面を斜め上から見て示
した斜視図である。
【図２】本発明の撮影装置の一実施形態であるデジタルカメラの背面を斜め上から見て示
した斜視図である。
【図３】図１に示すレンズ鏡胴の内部構造を示す光軸に沿う方向の断面図である。
【図４】図１に示すレンズ鏡胴の内部構造を示す光軸に沿う方向の断面図である。
【図５】図１に示すレンズ鏡胴の内部構造を示す光軸に沿う方向の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２８】
　図１、図２は、本発明の撮影装置の一実施形態であるデジタルカメラ１の、それぞれ前
面および背面を斜め上から見て示した斜視図である。
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【００２９】
　デジタルカメラ１の前面には、カメラ本体１０から突出した繰出状態にあるレンズ鏡胴
１００が示されている。このレンズ鏡胴１００は図１に示す繰出状態とその繰出状態の筒
長よりも筒長を収縮させてカメラ本体１０内に収容された図示しない沈胴状態とを有する
。尚、このレンズ鏡胴１００は、本発明のレンズ鏡胴の一実施形態である。レンズ鏡胴１
００の構造についての詳細な説明は後述する。
【００３０】
　また、このレンズ鏡胴１００の内部には、焦点距離変更に寄与する変倍用レンズと焦点
調節に寄与するフォーカスレンズとからなるズームレンズであって、ＣＣＤイメージセン
サ２５０（図３～図５参照）に被写体を結像する結像レンズ２００が備えられている。さ
らに、このデジタルカメラ１の前面には、撮影時にフラッシュ光を発するフラッシュ発光
部１１が備えられ、このデジタルカメラ１の上面には、このデジタルカメラ１に撮影指示
を与える、半押しおよび全押しの２段階に押下可能なシャッタボタン１２が配備されてい
る。
【００３１】
　また、このデジタルカメラ１の図２に示す背面には、Ｔ／Ｗ（テレ／ワイド）切替レバ
ー２１、撮影／再生切替ボタン２２、ファンクションボタン２３、４方向キー２４、ＯＫ
キー２５、ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫキー２６、および画面表示用のＬＣＤパネル２７が配置さ
れている。
【００３２】
　ここで、Ｔ／Ｗ切替レバー２１は、結像レンズ２００の焦点距離切替用のレバーである
。また、撮影／再生切替ボタン２２は、１回押すごとにこのデジタルカメラ１のモードを
撮影モードと再生モードとに切り替えるためのボタンである。
【００３３】
　さらにファンクションボタン２３は、これを押すとＬＣＤパネル２７上にメニューが表
示される。その後４方向キー２４の左右ボタンでメニューを切り替え、４方向キー２４の
上下ボタンでそのメニュー中のいずれかの項目を選択し、ＯＫボタン２５を押すことによ
りその選択した項目が設定される。この操作より、例えばＩＳＯ感度、フラッシュ発光の
有無、その他撮影モードあるいは再生モード中の様々な項目の設定が行なわれる。
【００３４】
　さらに、ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫキー２６は、例えば再生モードにおいてＬＣＤパネル２７
上に表示される画像の表示態様（１枚の画像のみ表示／複数枚のサムネイル画像を並べて
表示など）を順次切り替えたり、表示画像を１つ前の画面に戻したりするときに押下する
キーである。
【００３５】
　以下、図３～図５を参照して、図１に示すレンズ鏡胴１００の構造を説明する。
【００３６】
　図３～図５は、図１に示すレンズ鏡胴１００の内部構造を示す光軸に沿う方向の断面図
であり、図３～図５は、それぞれ、繰出状態のうちのワイド端（焦点距離が最短の状態）
、繰出状態のうちのテレ端（焦点距離が最長の状態）、および沈胴状態を示す図である。
以下では、主に図３，図４を参照し、必要に応じて図５を参照しながらレンズ鏡胴の構造
を説明する。
【００３７】
　図３～図５に示すレンズ鏡胴１００は、繰出し、沈胴自在なレンズ鏡胴である。このレ
ンズ鏡胴１００は、固定筒１１０と、第３回転筒１２０と、第１案内筒１３０と、第１回
転筒１４０と、移動筒１５０と、第２回転筒１６０と、第２案内筒１７０と、第３案内筒
１８０とを備えている。また、このレンズ鏡胴１００には、移動筒１５０に保持された第
１レンズ２２０、第２案内筒１７０と第３案内筒１８０とが後述するように互いに相対移
動不能に嵌合してしてなる筒に保持された第２レンズ２３０、第１案内筒１３０に保持さ
れた第３レンズ２４０、およびフォーカスレンズ保持枠２１１に保持されたフォーカスレ
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ンズ２１０からなる結像レンズ２００（図１参照）が内蔵されており、沈胴、繰出し、テ
レ／ワイド（Ｔ／Ｗ）切替え、およびピント調整に応じて、いずれかあるいは全てのレン
ズが光軸方向である矢印Ａ方向に移動するように構成されている。尚、その結像レンズ２
００（図１参照）のうちの第１レンズ２２０と第２レンズ２３０と第３レンズ２４０との
組み合わせにより変倍用レンズが構成されている。
【００３８】
　固定筒１１０には、内面１１１に第３カム溝１１１１と第２直進キー溝１１１２とが設
けられている。このような固定筒１１０は、光軸方向である矢印Ａ方向の移動やその光軸
まわりの回転が禁止された状態で、ベース２８０に固定されている。
【００３９】
　ここで、図２に示すＴ／Ｗ切替レバー２１を操作すると、テレ側に操作するかワイド側
に操作するかに応じて、図示しないズーム駆動モータが正転あるいは逆転する。このズー
ム駆動モータの回転駆動力は、図示しない駆動ギアを介して第３回転筒１２０に伝達され
る。
【００４０】
　第３回転筒１２０には、内面１２１に第３直進キー溝１２１１が設けられている。また
、第３回転筒１２０には、外面１２２に外向きに突出した第３カムピン１２２１が設けら
れている。この第３カムピン１２２１は、固定筒１１０の内面１１１に設けられた第３カ
ム溝１１１１に嵌入している。このような第３回転筒１２０は、固定筒１１０の内面１１
１に取り巻かれて、この第３回転筒１２０および図示しないズーム駆動モータの双方と係
合した図示しない駆動ギアを介した駆動力を受けた第３カムピン１２２１の第３カム溝１
１１１に沿う移動に伴って、固定筒１１０に対し光軸を回転軸として回転を伴いながら光
軸方向である矢印Ａ方向に移動するものである。
【００４１】
　第１案内筒１３０には、内面１３１から外面１３２に貫通した第４カム溝１３１１が設
けられている。また、第１案内筒１３０には、内面１３１に第４直進キー溝１３１２が設
けられている。さらにまた、第１案内筒１３０には、外面１３２に外向きに突出した第１
突起部１３２１が設けられている。この第１突起部１３２１は、固定筒１１０の内面１１
１に設けられた第２直進キー溝１１１２に嵌入している。このような第１案内筒１３０は
、第３回転筒１２０の内面１２１に取り巻かれて、結像レンズ２００を構成するレンズの
うちの第３レンズ２４０を保持し、第３回転筒１２０の回転に伴って、回転を伴わずに光
軸方向である矢印Ａ方向に第３回転筒１２０と一体的かつ直進的に移動するものである。
尚、第３レンズ２４０は、図示しない第３レンズ駆動装置によって光軸方向である矢印Ａ
方向に移動するように構成されている。また、第３レンズ２４０は、図３，図４に示す繰
出状態から図５に示す沈胴状態に移行した際にフォーカスレンズ２１０を避けた位置に移
動するように構成されている。
【００４２】
　第１回転筒１４０には、外面１４２に第１カム溝１４２１が設けられている。この第１
カム溝１４２１は、カム溝の深部から浅部に向かって開いたテーパ形状を有する。また、
第１回転筒１４０には、外面１４２に外向きに突出した第４カムピン１４２２が設けられ
ている。この第４カムピン１４２２は、第１案内筒１３０の内面１３１から外面１３２に
貫通した第４カム溝１３１１に嵌入してこの第４カム溝１３１１から外向きに突出し、そ
の外向きに突出した先端部分１４２２ａが第３回転筒１２０の内面１２１に設けられた第
３直進キー溝１２１１に嵌入している。また、第１回転筒１４０には、移動筒１５０より
も結像側の外面１４２に外向きに突出した係止突起１４２３が設けられている。このよう
な第１回転筒１４０は、第３回転筒１２０の回転に伴って第３回転筒１２０と一体に、固
定筒１１０に対し光軸を回転軸として回転しながら、第１案内筒１３０の第４カム溝１３
１１に沿って、光軸方向である矢印Ａ方向に移動するものである。
【００４３】
　移動筒１５０には、内面１５１に第１直進キー溝１５１１が設けられている。また、移
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動筒１５０には、内面１５１に内向きに突出した第１カムピン１５１２が設けられている
。この第１カムピン１５１２は、金属製であり、先端側１５１２ａほど径が細まったテー
パ形状を有する。尚、この金属製の第１カムピン１５１２は、移動筒１５０の成形後に穴
に挿入することによって設けられている。この第１カムピン１５１２は、第１回転筒１４
０の外面１４２に設けられた第１カム溝１４２１に嵌入している。また、移動筒１５０に
は、外面１５２に外向きに突出した第２カムピン１５２１が設けられている。この第２カ
ムピン１５２１は、少なくとも外周面１５２１ａが樹脂製であり、先端側１５２１ｂほど
径が細まったテーパ形状を有する。このような移動筒１５０は、第１回転筒１４０の外面
１４２を取り巻くとともに被写体側前面１５０ａが第１回転筒１４０よりも突出して、結
像レンズ２００を構成するレンズのうちの第１レンズ２２０を保持し、第１回転筒１４０
の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向である矢印Ａ方向に直進的に移動するものであ
る。
【００４４】
　第２回転筒１６０には、内面１６１に第２カム溝１６１１が設けられている。この第２
カム溝１６１１は、カム溝の深部から浅部に向かって開いたテーパ形状を有する。この第
２カム溝１６１１には、移動筒１５０の外面１５２に外向きに突出した第２カムピン１５
２１が、微少隙間を有して嵌入されている。すなわち、第１カムピン１５１２と第１カム
溝１４２１との間よりも、第２カムピン１５２１と第２カム溝１６１１との間の方が、僅
かに大きい。また、第２回転筒１６０には、移動筒１５０よりも結像側の内面１６１に係
止爪１６１２が設けられている。この係止爪１６１２は、第１回転筒１４０の、移動筒１
５０よりも結像側の外面１４２に外向きに突出して設けられた係止突起１４２３に嵌合し
ている。このような第２回転筒１６０は、第１案内筒１３０の内面１３１に取り巻かれ、
かつ、移動筒１５０の外面１５２を取り巻くとともに、係止突起１４２３および係止爪１
６１２により移動筒１５０よりも結像側において第１回転筒１４０に相対移動不能に嵌合
し、第１回転筒１４０と一体となって回転しながら光軸方向である矢印Ａ方向に移動する
ものである。
【００４５】
　第２案内筒１７０には、外面１７１に外向きに突出した第２突起部１７１１が設けられ
ている。この第２突起部１７１１は、第１案内筒１３０の内面１３１に設けられた第４直
進キー溝１３１２に嵌入している。また、第３案内筒１８０には、外面１８１に外向きに
突出した第３突起部１８１１が設けられている。この第３突起部１８１１は、移動筒１５
０の内面１５１に設けられた第１直進キー溝１５１１に嵌入している。これら第２案内筒
１７０と第３案内筒１８０とは、第１案内筒１３０の内面１３１側において互いに相対移
動不能に嵌合している。このような、第２案内筒１７０と第３案内筒１８０とが互いに相
対移動不能に嵌合してしてなる筒は、第１回転筒１４０の内面１４１に取り巻かれて、結
像レンズ２００を構成するレンズのうちの第２レンズ２３０を保持し、第１回転筒１４０
の回転に伴って、回転を伴わずに光軸方向である矢印Ａ方向に第１回転筒１４０と一体的
かつ直進的に移動するものである。
【００４６】
　フォーカスレンズ２１０は、図示しないフォーカスレンズ駆動装置によって光軸方向で
ある矢印Ａ方向に移動されてフォーカシングが行われる。
【００４７】
　また、図３～図５には、フォーカスレンズ２１０の背面に配備されたＣＣＤイメージセ
ンサ２５０も示されている。
【００４８】
　ＣＣＤイメージセンサ２５０は、ＣＣＤイメージセンサ２５０に半田接続されたフレキ
シブル基板２６０を背面側に挟み込むようにしてＣＣＤプレート２７０に接着固定されて
いる。そして、ＣＣＤイメージセンサ２５０が接着固定されたＣＣＤプレート２７０は、
ベース２８０にねじ止め固定されている。尚、このベース２８０には、上述したように、
固定筒１１０も固定されている。
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【００４９】
　シャッタボタン１２（図１，図２参照）が半押しされると、フォーカスレンズ２１０の
位置をその半押しされた時点の位置に固定するフォーカスロックが設定され、シャッタボ
タン１２（図１，図２参照）が全押しされると、シャッタが切られて実際の撮影が行われ
る。即ち、第１レンズ２２０、第２レンズ２３０、第３レンズ２４０、およびフォーカス
レンズ２１０を経由してきた被写体光はＣＣＤイメージセンサ２５０に入射されて電気信
号であるアナログの画像信号に変換され、さらに図示しない電子回路により画像処理等が
行なわれて記録メディア上に画像データ記録される。その電子回路による処理については
本発明の主題ではなく、公知の一般的な技術を適用すればよいため、ここでの詳細説明は
省略する。
【００５０】
　以上説明した本実施形態のレンズ鏡胴１００において、第２回転筒１６０の、移動筒１
５０よりも結像側の内面１６１に設けられた係止爪１６１２が、第１回転筒１４０の、移
動筒１５０よりも結像側の外面１４２に外向きに突出して設けられた係止突起１４２３に
嵌合している。すなわち、第２回転筒１６０は、係止突起１４２３および係止爪１６１２
により移動筒１５０よりも結像側において第１回転筒１４０に相対移動不能に嵌合し、第
１回転筒１４０に対する第２回転筒１６０の位置が規制されている。また、本実施形態の
レンズ鏡胴１００において、移動筒１５０の内面１５１に内向きに突出して設けられた第
１カムピン１５１２が、第１回転筒１４０の外面１４２に設けられた第１カム溝１４２１
に嵌入しており、移動筒１５０の外面１５２に外向きに突出して設けられた第２カムピン
１５２１が、第２回転筒１６０の内面１６１に設けられた第２カム溝１６１１に嵌入して
いる。
【００５１】
　従って、本実施形態のレンズ鏡胴１００によれば、例えばデジタルカメラ１の落下等に
より、移動筒１５０の被写体側前面１５０ａが衝撃を受けて移動筒１５０が変形したりず
れたりし、第１カムピン１５１２が第１カム溝１４２１から抜け落ちようとしても、第１
回転筒１４０に相対移動不能に嵌合して第１回転筒１４０に対する位置が規制された第２
回転筒１６０が、第２カムピン１５２１を介して移動筒１５０のずれ又は変形を規制して
いるため、小型・薄型化を維持した上で、第１カムピン１５１２の抜け落ちが確実に防止
される。
【００５２】
　また、本実施形態のレンズ鏡胴１００において、第１回転筒１４０の外面１４２に設け
られた第１カム溝１４２１が、カム溝の深部から浅部に向かって開いたテーパ形状を有し
、この第１カム溝１４２１に嵌入する、移動筒１５０の内面１５１に内向きに突出して設
けられた第１カムピン１５１２が、先端側ほど径が細まったテーパ形状を有するため、移
動筒１５０の被写体側前面１５０ａが衝撃を受けると、第１カムピン１５１２のテーパ面
が第１カム溝１４２１のテーパ面に押し付けられ、移動筒１５０の第１カムピン１５１２
が設けられた部分には、移動筒１５０が外側に変形する力が作用する。一方、第２回転筒
１６０の内面１６１に設けられた第２カム溝１６１１が、カム溝の深部から浅部に向かっ
て開いたテーパ形状を有し、この第２カム溝１６１１に嵌入する、移動筒１５０の外面１
５２に外向きに突出して設けられた第２カムピン１５２１が、先端側ほど径が細まったテ
ーパ形状を有するため、移動筒１５０の被写体側前面１５０ａが衝撃を受けると、第２カ
ムピン１５２１のテーパ面が第２カム溝１６１１のテーパ面に押し付けられ、移動筒１５
０の第２カムピン１５２１が設けられた部分には、移動筒１５０が内側に変形する力が作
用する。この結果、移動筒１５０が外側に変形する力と移動筒１５０が内側に変形する力
とは、互いに打ち消されることとなり、本実施形態のレンズ鏡胴１００によれば、このよ
うな力の打ち消し合いによっても、第１カムピン１５１２の抜け落ち防止が実現される。
また、移動筒１５０の被写体側前面１５０ａが衝撃を受けることによる移動筒１５０を変
形させる力が打ち消されるため、移動筒１５０を薄肉化することができる。
【００５３】
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　ここで、筒内面に内向きに突出して設けられたカムピンは、型枠による成型が困難であ
る。本実施形態のレンズ鏡胴１００は、移動筒１５０の内面１５１に内向きに突出して設
けられた第１カムピン１５１２が移動筒１５０の成形後に穴に挿入することによって設け
られた金属製のカムピンであり、移動筒１５０の外面１５２に外向きに突出して設けられ
た第２カムピン１５２１の少なくとも外周面１５２１ａが移動筒１５０と一体に形成され
た樹脂製であるため、移動筒１５０の製作が容易である。
【００５４】
　尚、上述した実施形態では、本発明の撮影装置が、デジタルカメラである例を挙げて説
明したが、本発明の撮影装置は、これに限られるものではなく、例えば銀塩カメラやイン
スタントカメラなどであってもよい。
【００５５】
　また、上述した実施形態では、本発明にいう撮像素子が、ＣＣＤイメージセンサである
例を挙げて説明したが、本発明にいう撮像素子は、これに限られるものではなく、例えば
ＣＭＯＳイメージセンサなどであってもよい。
【００５６】
　また、上述した実施形態では、第１レンズと第２レンズと第３レンズとにより構成され
た変倍用レンズとフォーカスレンズとによるレンズ構成の例を挙げて説明したが、本発明
は、これに限られるものではなく、例えば、更に別のレンズを含むものであってもよい。
【符号の説明】
【００５７】
　１　　デジタルカメラ
　１０　　カメラ本体
　１１　　フラッシュ発生部
　１２　　シャッタボタン
　２１　　Ｔ／Ｗ（テレ／ワイド）切替レバー
　２２　　撮影／再生切替ボタン
　２３　　ファンクションボタン
　２４　　４方向キー
　２５　　ＯＫキー
　２６　　ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫキー
　２７　　ＬＣＤパネル
　１００　　レンズ鏡胴
　１１０　　固定筒
　１１１　　内面
　１１１１　　第３カム溝
　１１１２　　第２直進キー溝
　１２０　　第３回転筒
　１２１　　内面
　１２１１　　第３直進キー溝
　１２２　　外面
　１２２１　　第３カムピン
　１３０　　第１案内筒
　１３１　　内面
　１３２　　外面
　１３１１　　第４カム溝
　１３１２　　第４直進キー溝
　１３２１　　第１突起部
　１４０　　第１回転筒
　１４１　　内面
　１４２　　外面
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　１４２１　　第１カム溝
　１４２２　　第４カムピン
　１４２２ａ　　先端部分
　１４２３　　係止突起
　１５０　　移動筒
　１５１　　内面
　１５１１　　第１直進キー溝
　１５１２　　第１カムピン
　１５１２ａ　　先端側
　１５２　　外面
　１５２１　　第２カムピン
　１５２１ａ　　外周面
　１５２１ｂ　　先端側
　１５０ａ　　被写体側前面
　１６０　　第２回転筒
　１６１　　内面
　１６１１　　第２カム溝
　１６１２　　係止爪
　１７０　　第２案内筒
　１７１　　外面
　１７１１　　第２突起部
　１８０　　第３案内筒
　１８１　　外面
　１８１１　　第３突起部
　２００　　結像レンズ
　２１０　　フォーカスレンズ
　２１１　　フォーカスレンズ保持枠
　２２０　　第１レンズ
　２３０　　第２レンズ
　２４０　　第３レンズ
　２５０　　ＣＣＤイメージセンサ
　２６０　　フレキシブル基板
　２７０　　ＣＣＤプレート
　２８０　　ベース
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